
 

水泳指導時における緊急体制 
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（周りの人に） 

①「救急車を呼んで！」 

②「職員室に連絡して、Ａ

ＥＤ持ってきて！」 
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指導者Ａ Ｂ 

当事者への対応 

（救命法・応急措置等） 

指導者Ｃ 

職員室に連絡（学年、名前、状

況を伝える）（トランシーバー） 

指導者Ｄ 

他の児童全体の指導 

（点呼、待機、教室に戻る等） 
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プール 

職員室 

ＡＥＤ運び救命援助 

119 番通報 
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医療機関 

１１９（箕面市消防本部）「救急です」 

「こちら『豊能町立光風台小学校』の○○です。「豊能町新光風台 1-5-1」学校のプールで水泳指導中に事

故がありました。 

状態は、（〇年生の男・女子）が（意識不明）となっています。今（心肺蘇生）の手当てをしています。 

電話番号は（738-2361 もしくは発見者の携帯番号など）です。 

通報 
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※指導者は長笛で他の児童を 

プールサイドに上げる。 



 

 


